
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

吹田市立古江台中学校だより  

みん みん みん ！
令 和 ７（２０２５）年 ４月 号  

入学式と始業式にて 

校長  佐藤  忍  

桜が満開の中、令和７（２０２５）年度がスタートしました。今年度も引き続き、教頭をはじ

め、学校に関わる４５名の教職員とともに、よりよい学校づくりを目指してまいります。あら

ためて本校の教育活動にご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。  

さて、新年度スタートとなる入学式、始業式。新入生は中学校生活が始まり、２，３年生は

進学し、２年生は先輩として、３年生は最高学年として出発することになります。そのスター

トの日に思いを込めて伝えた言葉を以下に。  

まずは、入学式。桜の花は冬の寒さにさらされることで春に花が咲くこと、それがこれか

らの新入生の皆さんの中学校生活のようだと話しました。  

中学校生活は「厳しい」し、「大変」だと伝えました。学習や部活動、人間関係、先生との

関係、家族との関係など様々な課題や困難が必ずあります。社会人に近づく中学生とし

て、将来の不安や、大人になるからこその気持ちの変化もあるでしょう。  

ただ、「大変」は、漢字として「大きく変わる」と書きます。「大変」なことは多いでしょうが、

生徒の皆さんが成長して「大きく変わる」のもこの時期です。冬の寒さにさらされるからこ

そ、花は咲きます。絶対に成長する中学校生活、いい成長が遂げられますように。  

もう一つ、昨年度の先輩方の学校生活の様子を伝えました。昨年度の目標は、「みんな

が、みんなで、みんなをおもろくする学校」でした。先生たちは授業をおもろくしようとした

り、生徒の皆さんはいろんな行事を考え、学年を問わず応援し、拍手し、一緒に手拍子をし

ていました。声を合わせ歌ったり、いろんな取組で全力で向き合う姿がたくさんありました。

「みんながみんなでみんなをおもろくする学校」を作ってくれました。けっして自分だけが「お

もろい学校」にはしないでください。そのために「する」ことはたくさんあるはずです。  

そして始業式。最初にＡさん＝   先生、Ｂさん＝  先生、Ｃさん＝私、Ｄさん＝  先生を

冒頭ゲストに迎え、そうじとあいさつを実践するところを見てもらいました。  

ここで「人の役に立っていたり、人をいい気分にしていたりするのは誰でしょう？」と問い

かけました。答えは明瞭。Ａ・Ｃさんはそうじやあいさつをしない人、Ｂ・Ｄさんはそうじやあい

さつをする人です。 

が、しかし……。ここで種明かし。その胸の内はそれぞれ違っていました。Ａさん。Ａさんは

すべてまったくする気がない人。Ｂさん、この人はすべてめっちゃやる気がある人。問題がＣ

さん、Ｄさん。実はそうじの時のＣさん、友達から「お前、まじめやな」とか「いい子ぶんなよ」

とか言われて、悪ぶってそうじをしなかったよう。あいさつをしなかったＣさん。実はＣさん、

とっても恥ずかしがり屋さん。「あいさつしたいっ」と思っていてもあいさつができなかった

人。最後に、Ｄさん。Ｄさんはというと、そうじやあいさつなんて「絶対したくない！」と思っ

ているものの、そうじもあいさつもちゃんと「する」人でした。 

気持ちが入った行動、それは一番すばらしい。気持ちがなくても行動している人、でも、

人の役に立っているし、人を気分よくさせています。しかし、気持ちがあっても行動に移せ

ていない人、それはしていないのと同じじゃない？ましてやそうじやあいさつを「する」気持

ちがあるのに行動しない人、悪ぶっている人、もったいない！する気もなくてやらない人は

いわずもがな。 

行動「する」ことで人の役に立ったり、人の気分を良くすることができます。行動しないこ

とで、人に迷惑がかかったり、人を不快にさせます。さあ、あなたはどの人になりますか？ 

今年度、学校の目標は「『みんながみんなでみんなをおもろくする学校』にする」です。昨

年度と少し変わりました。みんな、令和７（２０２５）年度、いったい何を「する」？ 
 



携帯電話の取扱いについて 
登下校時、災害や犯罪に対する緊急の連絡手段として携帯電話を持たせたい 

場合は、 

 （１）生徒自ら学年生徒指導担当に「携帯電話の取扱いに関する同意確認書」を 

取りに行く。 

  （２）確認事項に記入し、学年生徒指導担当に提出 

  （３）確認書の提出と同意確認事項に則り、許可とする。 

 最近も地域から学校に、「スマホを操作しながら歩いている制服を着た中学生とぶつかりそうにな

った」といった連絡も入っています。あくまで災害や犯罪に対しての緊急の連絡手段としての活

用となりますので、ご家庭で使用について責任をもって対応をお願いいたします。また校内での

使用は一切認めておりません。ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

救急対応について 
４月下旬ごろから、少しずつ気温が上昇してきています。今後、夏に向かって 

いくにつれ、心配されるのが熱中症です。学校では、活動の見直しや経口補水 

液等の準備など対策を講じておりますが、教職員は医師ではありませんので、 

保護者の方にその状況をお伝えし、ご判断を仰ぐことになります。ただし、保 

護者の方に連絡がつかない場合や、緊急性が高いと判断した場合は迷わず 

救急車を呼ぶように教職員で共有を図っております。首から上の対応や原 

因が分からない傷病等についても同様に、躊躇なく救急車での対応を行い 

ます。 

治療費は学校の管轄内のけが等であれば日本スポーツ振興センターでの対応が可能ですが、そ

れとは別に、病院によっては、選定療養費等のご負担を保護者の方にしていただくことになり

ます。何卒ご理解いただきますようお願いいたします。 

もし何かございましたら、担任または養護教諭までご連絡ください。 

 

雷発生時の対応について 
雷発生時には、屋外での活動をすぐに中止し、近くにいる教職員から 

もしくは全校放送で、校内にいる生徒に向けて、校舎等の安全な場所に 

退避するよう呼びかけます。 

屋外での活動再開については、気象庁の雷ナウキャスト等の情報を活用 

して判断いたします。 

また、下校を見合わせる場合については、「さくら連絡網」にて保護者の 

皆様にご連絡いたします。 

 

大規模地震発生時の対応について 
本校の「吹田市で震度５弱以上の大規模地震（余震）が発生した場合の 

対応」について、学校ホームページに掲載しておりますので、今一度 

ご確認ください。 

ホームページにも記載している通り、生徒が在校している時間帯に大規 

模な地震が発生した場合には、原則として、保護者の方にお子様を迎え 

に来ていただいての下校となります。発災時の状況により、保護者の方がすぐに迎えに来られ

ない場合には、親戚の方やご近所の方、ご友人等にご依頼いただく必要もあるかと思います。

また、通常時であれば、「さくら連絡網」や電話等で家庭への連絡を行いますが、通信状況に

より、学校とご家庭との連絡手段が一時的に遮断されることも想定されます。 

今一度、お子様と「もしもの時の対応」について ご家庭でもじっくりと話し合っておいてい

ただけると幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡板 

 

 

 

 


